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ケ，カイガラタケからはほとんど採集されない．兵
庫県加東市の記録は現在のところ本種の西限の記録
となる．

ニシツヤツツキノコムシ （和名新称） Octotemnus 
kawanabei Kobayashi & Sota

2 ♂，佐賀県鹿島市山浦，9. XI. 2017，カワラタケ・
アラゲカワラタケから採集．

東海から南西諸島まで記録がある．上記 3 種より
も利用する寄主の幅が広く，カワラタケやアラゲカ
ワラタケ，カイガラタケ，クジラタケなどから得ら
れる．
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【短報】山梨県におけるコガタノゲンゴロウの記録
コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus lateralis 

（Fabricius, 1798） は，ゲンゴロウ科に属する体長 24
～ 29 mm の大型水生甲虫である （西原ら，2015；中
島ら，2020）．本種は 1970 年代以降に南西諸島を除
き全国的に激減し，特に本州では多くの地域で絶滅
したとされる （西原ら，2015）．近年は九州や本州
西部で増加しているとのことだが （中島ら，2020），
関東地方やその近郊における確認例は 1990 年代よ
り前の古いものが中心であり （阿部・中村，1991），
2015 年以降の採集例として記録が公表されているも
のは千葉県 （柳ら，2020） と静岡県 （平井，2020） に
限られる．その他，SNS やネットオークションにお
いて，東日本産の本種の情報が散見されるが，これ
らは引用可能な形で報告がなされていないため詳細
は不明である．

筆者の太田は，山梨県においてコガタノゲンゴロ
ウを採集しているため，採集状況や得られた環境に
ついて報告する．なお，採集地では本種を含む絶滅
危惧種の大型水生甲虫が確認されているため，本報
では場所の特定を防ぐために市町村のみを記載した．

記録：1 ♂，山梨県南巨摩郡富士川町，9. IX. 2019，
太田圭祐採集，保管 （図 1）．

写真の個体には触角や脚の欠けが見られるが，こ
れは飼育中に失われたものであり，採集時に欠損は
なかった．同地で本種は 1 個体のみが得られた．

採集地は山地にある護岸された水深 1 m 程度の
人工池であり，ヒルムシロ等の植物が繁茂していた．
同所ではゲンゴロウ C. chinensis Motschulsky, 1854

（成虫と幼虫），コガタガムシ Hydrophilus bilineatus 
caschmirensis Kollar et Redtenbacher, 1844 （成虫のみ），
ガムシ H. acuminatus Motschulsky, 1854 （成虫と幼虫）
などの大型水生甲虫が得られている．また，付近に
も水生昆虫相の豊かな湖沼が複数点在する．

山梨県のコガタノゲンゴロウの記録は，1973 年の
甲府市で得られたものが唯一と思われ （中村，1979），
山梨県レッドデータブック （山梨県森林環境部みど
り自然課，2018），森・北山 （2002） の記録・分布
表，水野・細田 （2010） にも掲載はない．したがっ
て，県内にかつて本種の定着個体群が存在したのか
といった生息状況を推定することは難しく，今回の
採集個体と既知記録との関係性を考察することもで
きない．

採集個体の由来については，筆者らによるこれま
での山梨県内の調査 （採集地の再訪を含む） で本種
が得られていないこと，近隣の東京都 （苅部，2011；
東京都環境局，2014），神奈川県 （苅部，2011），埼
玉県 （新井ら，2018），長野県 （四方，2012；長野
県環境部自然保護課，2015） で本種の最近の採集
記録がなく，静岡県 （多比良，2019） で 1 例 （平井，
2020） のみが知られること，本種がインターネット
や県内のペットショップなどで売買されていること
から，他県からの分散，人為的な移入，逃亡した飼
育個体の可能性が考えられるが，現時点では不明で
ある．今後の調査により，更に追加個体が得られる
かどうかに興味がもたれる．

図 1．山梨県産コガタノゲンゴロウ（左：背面，右：腹面）．
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本稿を記すにあたり，岩田朋文，北野忠，佐野真
吾の各氏 （アルファベット順） に多大なご助力をい
ただいた．御礼申し上げる．
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【短報】宮古諸島大神島と多良間島のカタボシテン
トウの記録

カタボシテントウ Coelophora inaequalis （Fabricius, 
1775） は，スリランカから東南アジア，台湾，中国，
日本，フィリピン，マリアナ，ミクロネシア，ニュー
ギニア，ニューカレドニア，オーストラリア，タス
マニア，ハワイなどに分布する （Leeper, 1976; Sasaji, 
1982）．日本では小笠原諸島に分布することが知
られていた （佐々治，1985）．本種は比較的最近に
なって沖縄県に移入されたと考えられており （丸
山・大野，2011），沖縄島，浜比嘉島，宮古島，石
垣島から記録されている （丸山・大野，2011；小浜，
2012；小浜・砂川，2014）．筆者は，これまで記録
がないと思われる，宮古諸島の大神島と多良間島で
本種を採集しているので報告する．

採集標本データ：
1 ex. （六紋型：図 1），
大神島 （沖縄県宮古
島 市 ），5. III. 2016：
1 ex. （亀甲型：図 2），
多良間島塩川 （沖縄
県多良間村），20. III. 
2016. 以 上， 筆 者 採
集・琉球大学博物館 

（風樹館） 保管．
本 種 の 上 翅 の 斑

紋・色彩は変化が多
いが （Houston, 1979；
佐 々 治，1985）， 沖
縄県から採集された
個 体 の 斑 紋 は 亀 甲
型 と 六 紋 型 の 2 型
である （丸山・大野，
2011； 小 浜，2012；
小浜・砂川，2014）．
今回得られた大神島
産は六紋型で （図 1），
多良間島産は亀甲型 

（図 2） であった．
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図 1．大神島産カタボシテントウ
（六紋型）．

図 2．多良間島産カタボシテントウ
（亀甲型）．


